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 聴講生一同先生の著書である 「栄養化学要説」 (産

業図書,昭35,)を 借用し,同 書に より栄養学に於

ける最近問題 となつている二三の分野を取 り上げ説明

があつた。その要点を記載すれば次の様である。

 「ビタミンはエネルギー源 として利用され るもので

な く,ご く微量で生体組識の代謝に関与している。酵

素は蛋 白質のみ よりなつているものもあるが,ビ タミ

ンが助酵素式分 となつて蛋白質 と結合し,初 めて酵素

作用を発揮 しているものが多い。この点,炭 水化物,

ア ミノ酸,お よび脂肪の代謝 とビタ ミンの間には密接

な関連性があつて,酵 素の活性 とビタミンの関係は生

体機能の神秘性を解 く一つの錠 となつている。

 ビタミンCは 一般に熱に弱いと解され ているが,実

際は酸化には非常に不安定であるが熱には決して弱い

ものではない。 このことは数多 くの基礎的研究から解

明された もので,基 礎的研究の成果が応用への道を拓

いて行 くものである。

 成人の必須ア ミノ酸は8種 類であつて,Tryptophan

の安全量(日)は0.5ggで,之 を1と したとき他のア ミ

ノ酸の割合はPhenylalanine 4・4, Lysine 3.2,

Threonine 2.0, Valine 3.2, Methionine 4.4,

Leucine 4.4, Isoleucine 2.g,で ある。ある食品又は

1日 の摂取量が必須 アミノ酸安全量に対 しどの様にな

つているかを示すのに 制 限ア ミノ酸円形図解法'を

提案 した。即ち円を上記 のア ミノ酸割合の扇形面積で

区切 り,あ る食品や摂取量の必須ア ミノ酸量を面積で

表わし,各 々区切 られた扇形角度内に円孤を書いて表

わす。ア ミノ酸有効量は最 も小さい扇形のものの半径

で画いた円孤 で示される。

 日本人の食糧構式 よりア ミノ酸摂取量を算出すると

Methionineを 除いては安全摂取量を上廻つてお り,

Cystineも 合算して含硫 ア ミノ酸として見た場合,計

算的には問題はない ことになる。蛋白質は量だけでな

く質も問題 とな り,各 種の蛋白質食品を万遍な く取る

様に配慮する必要がある。

 病人が出来てから之を治療する病院を整備するよ り

健康を維持 して疾人をつ くらぬ様にすることが肝要で

栄養学はこの点大 きな任務を もつている。」

 この他 ミネ ラルの重要性や クロレラの食糧化につい

ても説 明があ り,又 多 くの研究成果の実用化面につい

ても興味ある話を拝聴した。


